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情報処理教育のためのコマンドプロシジャについて

福　　島 誠＊

　　　　　　　　　　　　　Makoto　FUKUsHIMA

AStudyofCommandProcedureforInformat1onProcess1ngEd．ucat1on

Iまえがき
　あらゆる分野においてコンピュータの利用が常識化し

つつある現在において，教育分野においてもコンピュー

タの利用はCAIのみならず，学校事務の機械化などに

よって日常化しつつあるといえる。従ってこれからの教

員養成においては，コンピュータに関する情報処理教育

の必要性が増大してくると予想できる。教員養成大学に

おける情報処理教育は，将来の情報処理技術の専門家を

を養成するのが目的ではないので，情報処理教育として

適当なのはコンピュータに関する基礎的知識の習得と，

プログラミング言語による情報処理実習といったところ

であると考えられる。このうち後者のプログラミング言

語による実習は，実際にコンピュータを使用するという

ことで，単なる言語の知識の習得にとどまらず，体験的

な教育効果があるといえる。またこうした情報処理実習

における学生の利用状況を調査することは，授業の理解

度の確認などの教育的効果の評価に不可欠といえるもの

である。しかし，実際にはこうした個々の学生の利用状

況を把握することは容易ではない。情報処理実習とし

て，大学にある計算センターのシステムを利用する場

合，多人数の学生の利用頻度，実行内容等の統計情報を

詳細に採取するにはセンター側の協力がかなり必要とな

る1）。また，最近の実習の形態としては，以前のような

カード入力によるバッチ形式からTSS会話処理形式に

移行してきているので，JCL（Job　Contro1Language）

による一定の処理しか行なわないバッチ処理に比較し

て，コンピュータと対話しながら処理を行なうTSS会

話処理ではある程度の慣れを必要とし，さらに会話処理

によるため，統計情報の採取もバッチ処理に比較すると

複雑になる。従ってTSS会話処理による実習を行なう
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には，事前に端末操作を習得させること，及び実習後の

学生の使用状況の把握が問題となってくる。

　今回試作したコマンドプロシジャはこうしたTSS会

話処理（以下TSSと略記）実習上の問題点をある程度

解決すること目的としたものである。即ち，基本的な

TSS操作が簡単な応答で実行でき，利用状況の統計も

とれる機能を有している◎またこのコマンドプロシジャ

は利用者が自由に作成登録可能なので，センターのシス

テムのオウンコーディングの変更等の，センター側での

作業はほとんど必要としない。

II情報処理教育実習の形態

　計算センターのシステムのような大型ホストコンピュ

ータを利用して情報処理教育実習を行う形態としては，

前述のように，バッヂ処理とTSSの2種類に大別され

る。ここではこの2種類の利用形態について簡単に比較

検討する、バッチ処理の代表的な形態として通常考えら

れているのがカード入力による方法である2）。この処理

形態は入出力装置としてカードリーダとラインプリンタ

が最低一台ずつ用意されれば，オフラインのカードパン

チ機が複数台必要なだけで，多数のジョブを処理するに

はシステムの負担が少なく適しているといえる。しか

し，この方法の欠点として，カード利用によるプログラ

ムの編集の困難さがあり，せいぜい100ステップまでの

プログラムか，或いはほとんど修正しないプログラム向

きの処理形態といえる。初心者ともいえる学生にこうし

たバッチ処理による実習をさせることは，設傭上の都合

による場合は別として，カードの抜き差しによる修正の

煩わしさからコンピュータに対するマイナスのイメージ

’を与えかねない。これに対してTSSによる実習は1人

または2～3人の学生に1台の端末を必要とするため，
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同時に多数の学生を実習させるにはかなりの端末を必要

とするという設備上の間題，及びTSS多重度の一時的

増加によるシステムの応答時間の悪化が他の研究利用者

にも及ぶという問題等がある◎しかしこうした間題点

は，最初から情報処理教育を目的としている各大学の情

報処理教育センターではある程度対策済であり，また将

来的に解決可能な問題である。従ってこうした間題点を

別にして考えれば，プログラム修正の容易さ，ファイル

処理に関する操作，及び資源の消費等の点を考慮すれば

バッチ処理よりも優位にたっているといえる。特にプ

ログラムの修正，コンパイル，実行といった一連の処理

を繰り返し実行することが多い情報処理教育の実習で

は，TSS利用による実習がより適していると考えられ

る。
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用時の各処理に対するリターンコードの採取といったロ

ギング機能も備えたものである。このコマンドプロシジ

ャ実行時のシステムヘの応答は主としてプロンプティン

グメッセージによる選択入力方式で，通常1文字を選択

指定する。実際の実習の流れはTSS開始直後にコマン

ドプロシジャ名を入力し，以後このコマンドモード内で

処理を続行し，モード終了後即LOGOFF状態となる，

このコマンドプロシジャの処理の流れ図を図1に示す。

図1の流れに従って利用者は会話処理を実行できるが，

プログラムテキストの作成，或いは編集時にはシステム

のEDITサブコマンドを使用する。しかし，このサブ

コマンド以外については前述のとおり簡単な操作で実行

できるので，事前にデータセットに関する知識を習得さ

せておけばコマンドに関してはより簡単な説明でTSS

の実行が可能と考えられる。

III　TSSによる情報処理実習
IV　コマンドプロシジャの作成

　TSSによる実習を行なうには事前に端末操作，及び

TSSコマンド，データセット（ファイル）に関する知

識を習得させる必要があることは前述した。このうち

TSSコマンドに関しては，コンピュータシステムの0S

（OPerating　System）によって，同じ機能をサポート

していてもシンタックスは微妙に異なることが多い。本

学の計算センターのシステムはIBM，HITAC系のシ

ステムとある程度互換性があるが，それでもTSSのコ

マイドのシンタックスは一部異っており，NEAC，TO－

SBAC系とはさらに異ってくる。従って一部機種のコ

マンドのシンタックスを覚えさせることに時間をかける

よりも，より簡単な方法で同一の機能が実行できること

が，情報処理の専門家を養成する必要のない場合にはよ

り適していると考えられる。今回試作したコマンドプロ

シジャは，上記のような意味からも簡単な操作性と，利

　ここでは本学の計算センターのシステムにおけるコマ

ンドプロシジャの作成について検討する。本学の計算ン

ターのシステムではTSSはAIFとも呼ばれている

が，同じMシリーズの上位機種のTSSのサブセット

と考えることができる。従って一部機能の制限が上位機

種に比較すると多いがコマンドプロシジャ作成機能はサ

ポートされている3）。本学のシステムでコマンドプロシ

ジャを利用するには“CLIST’’という識別子を有する

区分データセット（または順編成データセット）に，

TSSコマンド及びプロシジャ文より構成されるテキス

トを格納し，“EXEC”コマノトまたはメノハ名をコマ

ンド名として直接指定して実行する。今回は後者の方法

を採用する。この方法ではコマンド入力以前にテキスト

が格納されているデータセットをDD名“SYSPROC”

L⑪GON　A　l　l；’　へBC1）111

糺LO（lF（SYSPROC）DA（PROC．CLlST）

EAT

←TSS　セッションの開始

⊥祉」五ユ虹立至二夕立∠上α利且宣豆
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PROC　O

CONTROL　NOFLUSH　NONSG

FREH（STATm6FO01FT05F001）
ATTN　DO

GO↑O　）R　l　TI…：0

END

脈ROR　OO
GO↑O　WR　IT1≡：O

ENO

ALLOCF（STAT）DA（STAT．DAT＾）MOD

糺LOCF（FT06F001）0A（＊）

ALLOCF（FT05FO01）OA（＊）

OP1≡：N「ILE　STAT　OuTPu↑

SE↑＆S↑AT・8S↑R（STAT轟SYSU1D8SYSOATE星SYST…E）

I）uTF　I　LE　STAT

舳TEO：WR1T酬RRuN（R），CREATEOHOlT（E），UT1LlTy（u），酬0（O叩）？

REAO　轟ANS0

－F　＆＾NSO　1≡：Q　R　THEN　－

OO

　　　舳↑酬RDATASETN舳（ME冊脈NA肥）？
　　　剛…：Al）　8DSNA川≡：0

　　　FORT細SN舳EONOG00BJ（OBJ（N酬））

　　　SET轟ST＾T・＆STR（RUN　　rORT轟L＾S↑CC）

　　　PUTF1u…：STAT

　　　WR1TI≡：CONl）I　Ll…：εM）　RETuRN　CO1）E：＆LAS↑CC

　　　SET毘STAT・轟STR（RuN　　　GO　肌ASTCC）
　　　I）U↑F　I　L1…：STAT

　　　GOTO　）R1Tl≡：0

END

1F　＆ANSO　EQ　E　↑HEN　－

00

　　　）RlT酬RDATASE↑NA肥（N酬B跳N州E）？

　　　REAI）　＆I）SNANE1

　　　E　竈I）SNANI…：1

　　　TERMlNENO，ENOS

　　　DATA

　　　l≡：ND　量SySDVAL

　　酬00ATA

　　SET湿STAT・轟S↑R（EDl↑　　　糺AS↑CC）

　　PU↑F8L1…：STA↑
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　　　GOTO　）R　I　TEO

ENO

I　F　＆ANSO　l≡：Q　u　THEN　－

DO

　　　WR日TENR　1）ATAS1≡：T　COPY（C）　／　DI≡：u≡：TE（I））　／　NANE（NENBER）

　　　REA1〕　8ANS2

　　　I　F　＆ANS2　1≡：Q　C　THEN　－

　　　DO

　　　　｝RITENR　FRON　？

　　　　R■…：＾I）　轟I　N．）S

　　　　）RlTl≡：NR　TO　？

　　　　REA1）　轟0uTDS

　　　　COl）Y　＆1Nl）S　＆OuTDS

　　　　S■…：↑　轟C01）1≡：＝竈LASTCC

　　　　I　F　塁COI）□≡：I≡：Q　O　THl≡：N　WR　I　T1…：COPY　NORNAL　EN1）

　　　　S■…：丁　轟STAT＝轟S↑R（UT　I　L　I　Ty　　　COl）Y　＆CODE）

　　　　PUTr　I　LE　S↑AT

　　　　GOTO　｝R　I　TE0

　　　酬o

　　　1r　湿ANS2　EQ　■）　THEN　－

　　　00

　　　　｝R　l↑1≡：NR　I）ATASεTNANε　？

　　　　READ　轟01≡：LDS

　　　　）R　l　TENR　1）1≡：LETE　＆DELl）S　？　（YlN）　？

　　　　RI…：Al）　轟ANSy

　　　　1r　星ANSY　EQ　Y　THεN　－

　　　　00

　　　　　Dl≡：LETl≡：80ELDS

　　　　　SET　轟COD1≡：：＆1－ASTCC

　　　　　l　F　＆CO1）I≡：　I≡：Q　O　THEN　WR　I　TE　l）εLETI≡：　NORNA1一・1≡：NO

　　　　　SET＆STAT・撞STR（uTlLlTy　DEL＆CODE）

　　　　　■）UT「l　LE　ST＾T

　　　　ENO

　　　　GOT0　）R　I↑E0

　　　酬o

　　　I　F　8ANS2　I≡：Q　L　THI≡：N　－

　　　00

）R　I　TE1：）R　I　T1≡：NR　l〕ATASεT（I））　OR　NI≡：HBER（N）　？

　　　Rl≡：AD　＆ANSy

　　　1l；’＆ANSY　I…：Q　1）　TH1≡：N　一

L　l　ST（L）　／　■）R　I　NT（P）　？



40 情報処理教育のためのコマンドプロシジャについて

　　　DO

　　　　LlSTC

　　　SI≡：丁　量STAT：＆STR（U↑I　L　I　TY　　　L　I　STC墨LASTCC）

　　　GOTO　PU↑

　　　END

　　　■F　＆ANSY　1≡：Q　N　THEN　－

　　　00

　　　　WR1TENR　l）ATASE↑NANE　？

　　　　R■≡：AD　墨DSNA川≡：

　　　　L　l　STD　＆I）SNANI≡：gN

　　　　SI…：丁　轟STAT＝魯S↑R（uT　l　L　l　TY　　　L　I　STO轟LASTCC）

　　　　GO↑O　PU↑

　　　酬D

　　　GO↑O　WR　I　T1…：1

PUT：PuTF■］…：SτAT

　　　　GOTO　WR　l　T1≡：0

　　　　ENO

　　　　I　r　8ANS2　EQ　I）　THI≡：N　－

　　　　00

　　　　　W1T酬RDATASETNA冊（NE冊ERNA附）？

　　　　　REAI）　墨1）SNAN1…：3

　　　　　L　l　ST　塁1）SNANE3

　　　　　SE↑轟STAT・8STR（UTl］Ty　L1ST糺ASTCC）

　　　　　Pu↑F1LE　STAT

　　　　　（；O↑O　WR，τE0

　　　　［N0

1F　轟ANSO　1≡：Q　OFF　THI≡：N　－

DO

　　　ERROR　OFF

　　　I）I…：L　08J．OBJ

　　　SET量ST＾T・墨STR（STOP轟SYSu10量SyDATE量SYST…E）

　　　PUT1；’l　L■≡：STAT

　　　CLOSFl　LE　S↑AT

　　　LOGO町

酬D

（；OTO　）R　I↑1≡：O

EXlT

一　　　2　コマ、 “　口“ヅ　の　由
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EAT

RUN（R），C肥ATEOREDlT（E），UTlLlTy（U），酬D（O町）？旦

DATASETN州E（門酬BERNAME）？ADN．rORTTES↑

　E

L
　O0010　S↑OP

　00020　I≡：ND

　EN0　0F　1）ATASI≡：T

END

RUN（R），CREA↑EOREDlT（E），uTlLl↑Y（u）。酬D（OFF）？R

　DATASET　NANE（NEMBεR　NANE）　？　AD州．FOR↑　T1三：S↑

　GI≡：CONI）I　Ll≡：R　l…：NTER1≡：I）

　EN0　0F　CON1）ILATION

　COMl）l　L1≡：I…：Nl）　RεTuRN　COl）E：0

　RUN　εND　RETuRN　COD1≡：：O

RuN（R），C肥ATEOREO1T（E），UTlLlTY（u），END（O叩）？u

OATASεTCOPY（C）／DELETE（D）／NA冊（N酬BER）LlST（L）／

　FRON　？　AI）閉、「OR↑　TI≡：ST

　TO　？　Nl…：W．FORT　TEST

　C01）y　NORNAL　εN■）

RUN（R），CREATEORED1T（E），UTl］TV（u），酬0（0町）？u

　I）ATASl≡：T　COPY（C）　1　I）E〕≡：TE（I））　1　NAN1…：（N［NBER）　L■S↑（L）　／

　■）ATASl≡：T　NA川≡：？　NEW．FORT　↑EST

DELmN酬．FORT（TEST）？（YlN）？ヱ

　1）1≡：〕≡：TI…：　NORNAL　1≡：ND

RuN（R），CREATEORε01T（E），uT1〕Ty（u），END（0町）？μ

DATA§ETCOPY（C）／DELETE（D）／N州E（N酬B服）L1ST（L）／

　I）ATASET　NANε（川≡：NBI≡：R　NAN1≡：）　？　AI）N．FORT　T1≡：S↑

　00010　STOP

　OO020　I≡：NI）

RuN（R），C肥ATEOREDlT（E），UTlLlTY（u），酬D（O町）？O肝

＊＊＊　SHINANl…：uNlV1…：RSITY　CONPuTl≡：R　CEN↑ER　＊＊＊

　　←E　D　I　T選択

←データセット名入力

←E　D I　Tモード

←E　D　I　T終了

←ブログラムの実行選択

←リターンコード表示

ぐ一　　　　　　〃

PR1NT（P）？C

←コピー終了メツセージ

PRlNT（P）？旦

←DELETE確認

PRlNT（P）？P

　　←終了選択

←終了メツセーシ

一 3コマ’　ロシ““の
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でALLOCATEする必要がある。リスト1にこの例を

示す。この方法では利用者は各自の目的に合ったコマン

ドを作成し，任意の名称（ただしメンバ名の命名規則によ

る。）を付加して実行できる。他のシステムではデータ

セット名を“USER　PROFILE’’にセットしておけば，

TSSセッションの開始と同時にコマンドプロシジャは

有効となる場合がある4）。リスト2にコマンドプロシジ

ャの内容を示す。

V　コマンドプロシジャの実行と統計情報の

　　収集

　今回試作したコマンドプロシジャは“EAT’’という

名称でデータセット“PROC．CLIST”のメンバに作成

した。リスト3に“EAT’’コマノトの実行例を示す。

テータセット“PROCCLIST’’のALLOCATE後
“EAT”と入力すれば，システムはこれをユーザーコマ

ンドと解釈して実行する。リスト3の実行例において，

下線部は端末からの入力を示す◎

　リスト4は実行終了時の採取された統計情報の内容を

示している。採取している情報は以下のとおりである。

　　　　　1．利用者課題番号

　　　　　2．コマンド入力日付，時刻

　　　　　3．実行した機能

　　　　　4．　リターンコード

　　　　　5．終了時刻

　これらの統計情報は事前に用意するデータセットに書

きこまれるので，実習開始以前にこのデータセットを作

成しておく必要がある。また教育の実習の場合には多数

の学生が同時にセッションを開始する可能性があるので

，データセットの競合については十分注意する必要があ

る。

VIむ　す　び

　FACOM　OS　IV／X8AIFのコマンドプロシジャ機

能を利用して情報処理教育用のコマンドプロシジャを試

作した。本学の計算センター利用者であれば誰でも作

成，利用可能な機能であるので，今後の改良，機能拡張

も可能である。ただし，詳細な統計情報が採取できない

とか，統計用データセットの競合といった問題が生じ

る。こうした間題を解決するにはどうしても計算センタ

ールーヂンの修正を必要とする場合が多いが，教育，研

究，事務といった種々の利用者が存在する計算センター

では，こうした修正は困難である。従って本コマンドプ

ロジシャの存在価値もあるといえる。今回採用したプロ

ンプティングによる方式は，あくまでも初心者用といえ

るもので，TSSの利用に慣1れている立場からみれば直

　　　　　　銃計データ

　　　　　　　　　↓

START　ABCD111　08130184　14二07：OO

醐1↑

RUN

RUN

UTl］↑Y

U↑1］TY

uT1］Ty

0
FORT0

GO　O
COPy　O

眺L　0

LlST　O

S↑OP　　ABC0111　08130／84　14二13：03
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福　　島

接TSSコマンドを入力したほうが速いと思えるかもし

れないが，初期の情報処理教育実習には有効と考えられ

る。もちろん，プロンプティングのメッセージの表現方

法，及び制御の流れ等についてはさらに検討しなければ

ならないが，これについては今後の試用の結果を参考に

して検討する予定である。
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